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第33回群馬県老人保健施設大会  大会長
　 介護老人保健施設 虹の郷すわ  理事長  田渕  肇

第33回 群馬県老人保健施設大会

「超高齢化社会に向けた
 老健の取り組み」
　～今後あるべき老健の姿～

【日 程】（予定）

公開セミナー

▶開 会 式：９時３０分～９時４０分　
▶演題発表：９時４５分～１１時５５分
▶企業出展：１０時～１６時
▶ランチョンセミナー：１２時～１３時

FAX送信先：027-233-0599　群馬県老人保健施設協会

▶式典・表彰式
　１３時１０分～１３時４５分　

協会理事長 ･ 来賓あいさつ、施設職員表彰

▶特別講演
　１３時５０分～１４時５０分
「超高齢社会における
 認知症診療の未来」
大阪精神医療センター　
脳とこころの未来医療センター

センター長　池田  学

▶シンポジウム
　１５時～１６時１０分
「超高齢化社会に向けた取り組み
 ～それぞれの立場から～」
大会長と東毛ブロック老健施設職員（看護、
介護、リハビリ、相談）とのディスカッション

▶閉会式
　１６時１５分～１６時２５分

　第33回群馬県老人保健施設大会の開催にあたり、大会長としてご挨拶を申
し上げます。
　このたび、歴史と文化、豊かな自然に恵まれた館林市の館林市文化会館に
おいて本大会を開催できますことは、大きな喜びでございます。東毛地域の
拠点であるここ館林の地から、県内老健の未来に向けたメッセージを発信でき
ることを大変誇らしく思っております。また、日頃よりそれぞれの施設において、
利用者の皆様の生活を支え、在宅復帰や自立支援にご尽力されている会員施
設の皆様に、心より敬意を表します。
　わが国の高齢化がさらに進む中、老健施設を取り巻く環境も大きく変化して
います。高齢者の医療・介護ニーズは複雑化し、認知症をはじめ、医療と介
護の両面から支援を必要とする方も増えています。こうした変化のなかで、こ
れからの老健には、医療と介護をつなぐ役割に加え、高齢者の「生活」を中
心に据え、多職種が力を合わせ、医療機関や在宅、地域との橋渡しを担うこ
とが、これまで以上に求められているのではないでしょうか。
　本大会では、午前中に県内各施設から多くの一般演題が発表されます。それ
ぞれの施設で積み重ねられてきた実践や工夫、そこから得られた成果や課題を
共有することは、これからの老健を考える上で大きな意味を持つものと思います。
　午後の特別講演では、日本老年精神医学会前理事長で、大阪精神医療セン
ター 脳とこころの未来医療センター センター長の池田学先生をお迎えいたし
ます。遠く大阪の地よりここ館林までお越しいただき、「超高齢社会における
認知症診療の未来」と題してご講演いただきます。認知症とともに生きる高
齢者が増加する中、最新の知見とご研究を踏まえた大変貴重なお話を伺えま
すことに深く感謝申し上げますとともに、ご講演を心より楽しみにしております。
　続くシンポジウムでは、看護、介護、リハビリテーション、相談員の4 職種から、
それぞれの専門的な立場で老健の現状と課題について発表していただきます。
その後の総合討論では、異なる立場からの視点を持ち寄り、これからの超高
齢社会において、老健には何が求められ、どのような役割を果たしていくべき
なのかを、ともに考えたいと思います。
　老健の大きな強みは、多職種が一つのチームとなり、利用者とご家族の生
活を支えていくことにあります。本大会が、施設や職種の垣根を越えて互い
の経験や知恵を共有し、「今後あるべき老健の姿」を考える実りある機会とな
ることを願っております。
　結びに、本大会の準備・運営にご尽力いただきました実行委員会をはじめ
とする関係者の皆様に心より感謝申し上げますとともに、ご参加の皆様のご健
勝と、県内老人保健施設のさらなる発展を祈念いたしまして、私からのご挨拶
とさせていただきます。


